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国際交流・韓国
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　皆さんこんにちは！　2018年も残り1カ月となりました。年末年始

になると、家族や会社の飲み会が多くなりますよね。今回は、韓国で

は当たり前な「目上の人に対する礼儀」についてお話ししたいと思います。

　韓国人の意識の中には、常に目上の人を敬う気持ちを持つという「儒

教思想」が今も残っています。

　たとえば、ご飯を食べるときは、「いただきます」と言ったあと、そ

の場の最年長者が一口食べてからほかの人が食べ始めます。もし先に

食べてしまうと礼儀正しくないと言われてしまいます。

　飲み会の場面でも儒教思想が残っていることがわかります。お父さ

んや上司などの目上の人の前でお酒を飲むときは、上半身を横にひねっ

て、お酒を飲むところが目上の人に見えないように飲みます。正面に

も横にも目上の人がいたら、上半身をほぼ後ろにひねって飲むしかあ

りません。また、お酌をしてもらう場合は、残りを全部飲んでからい

ただきます。（※）
　さらに、目上の人と一緒にいるときにタバコを吸うことは、失礼に

あたります。タバコを吸う姿は良いイメージではないので、たとえお

父さんの前だとしても、息子はお父さんと一緒にタバコを吸うことは

できないのです。しかし最近は、職場などで上司から「タバコを吸っ

ても良いですよ」と言われたら、一緒に吸うことができます。

　昔に比べるとやや薄れてきてはいますが、このような礼儀作法は、

約500年の歴史を持つ朝鮮王朝時代から国家の統治理念として定めら

れ、人々の生活の中に染み込んだもので、現代の韓国においても礼儀

作法の基本になる考え方です。

※韓国ではお酒の注ぎ足しはせず、お酒がなくなってから注ぎます。


